
 地元の定番商品の販売は地元のＰＲに大きな効果を発揮するだ 

けではなく、産業活性化にも寄与することから多くの地域で開発 

が行われています。 

 大和市では、市の郷土色豊かな品物を幅広く知ってもらおうと、 

名称、意匠、素材などの点で本市にかかわりのある商品を２年ご 

とに認定しており、現在、特産品は酒類２品目、推奨品は、酒類  （販売店や市役所などで配布されているパンフレット） 

３品目、菓子類13品目、食品類２品目の計18品目で、合計20品目が協議会より認定されています。 

 大和市にかかわりのある商品が特産品・推奨品として認定を受けるほどのすぐれた商品に選ばれることは、生産

者にとっても重要な意味を持つものであり、市民にとっても喜ばしいことであると思います。しかしながら、多く

の市民にこの特産品・推奨品の存在が浸透しているとは言えません。 

 大和市という名称を使用し、大和市特産品・推奨品協議会のメンバーとして参加し商品の認定を行っている以上、

行政には特産品・推奨品に関する情報の周知を図り、販売を促進する責任があります。 

                                        （裏面に続きます） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 突然ですが、皆様は大和市のお土産といえば何を思い浮かべ

ますか？近所の洋菓子屋さんのスィーツ、駅前の和菓子屋さん

など、市内でもお住まいの場所によって想像したお土産に違い

があると思います。 

 全国のお土産をいくつか挙げてみましょう。白い恋人といえ

ば札幌、萩の月といえば仙台、私の生まれた沖縄県にもちんす

こうや紅いもタルト、黒糖、泡盛など、実に多くの定番とも言

える商品があります。 

 それでは、再度考えてみましょう。大和市の定番のお土産と

いえば何でしょうか。私は大和市特産品・推奨品協議会が認定

している商品が大和市のお土産として最適ではないかと考えて

います。 

 

大和市議会議員  あかみね太一 （３５） 
【プロフィール】昭和 55年 11月 27日生まれ。   【討議資料】 

平成２７年、政党や組織の支援を一切受けずに大和市議会議員選挙に

挑戦し二期目の当選を果たす。古谷田議員、佐藤正紀議員、町田議員

と共に市議会で最も平均年齢が若い会派「明るいみらい大和」結成。 

妻とダウン症の８歳の娘（桜丘小３年）、４歳の長男と２歳の次男の

５人家族。桜ヶ丘在住。防災士としても活動を展開中。 

【発行・連絡先】あかみね太一ｔｅｌ＆ｆａｘ ０４６－２６８－８３３０ 

〒242-0014 大和市上和田 985-4サンヴェール桜ヶ丘 201 

 

 

■一般質問～特産品・推奨品について～ 

 

■市が特産品・推奨品に求めるものとは 

 



 

 
 

「みねスクエア」とは、自由に意見交換を行う少人

数の座談会です。予約や連絡、参加費用は必要あり

ません。ぜひご気軽にご参加下さい。 
○第７６回みねスクエア  
７月２４日(日)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
●第７７回みねスクエア 
８月２８日(日)１６：００～１７：００ 
場所：桜丘学習センター  ２０２会議室 
○第７８回みねスクエア  
９月２５日(日)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
公務や天候等により日程が変更になる可能性が
あります。恐れ入りますが参加される際はホーム
ページなどでご確認下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出張防災講習を行います！ 

皆様からのご要望にお応えして、防災士の私達が無料で出張

防災講習を行います。少人数でもかまいません。 

機材はこちらで用意いたします。気軽にお問い合わせ下さい。 

あわせて皆様からの様々なご意見をお待ちしております。 

メールアドレス  info@akamine.tv 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 
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◇行政が大和市の特産品・推奨品に求めているものは何か 

「特産品・推奨品を認定することは本市のシティーセールスにつながるものと考えるとともに、商品を製造、販売

している組合や商店の方々にとりましても励みとなり、品質の向上や販売促進につながるものと期待している」 

◇大和市ウェブサイトの特産品・推奨品紹介ページの充実化と埋め込みＳＮＳリンクの活用を 

「ＳＮＳの活用方法を含め効果的な情報発信ができるよう、関係団体と連携を図る」  

◇特産品・推奨品の詰め合わせなど新商品の開発  

「詰め合わせ商品は個々の特産品・推奨品の賞味期限が異なることなどの課題があるが、関係団体と連携を図り、新たな

商品の開発に協力をしていく」 

◇販路拡大と展示即売会の実施及び認知度向上のためのキャンペーン実施について 

「市役所での即売会については以前実施をしており、生産者等の事情により中断した経緯があるが、再度関係団体等と調

整を行っていきたい。これまでも特産品・推奨品を広く知っていただくため、市民まつりや産業フェアにおいて直接販売

し、ＰＲしてきたが、新たに市内外のイベント会場や商業施設でも販売できるような仕組みづくりなどに官民共同で取り

組んでいく」 

◇市役所特産品・推奨品展示スペースの改善 

「市役所本庁舎内に展示や試食のための常設スペースを設けることはかなり困難であるというふうに考えておりますが、

より一層ＰＲ効果を高めるような方法を模索していきたい」 

以上、全体的に前向きで熱意が感じられる答弁をいただきました。大和市の定番と言われるお土産の誕生に期待します。 

 

 

■特産品・推奨品に関する質問と答弁 
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